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◆　TBS の歴史クイズ番組「世界ふしぎ発見！」
のレギュラー放送が終了しました．子どもの頃は
土曜日夜の「どうぶつ奇想天外！」（2009 年終了）
と連続での放送を毎週心待ちにし，ミステリーハ
ンターに憧れながら，世界各国の自然や歴史，文
化を楽しく教えてもらいました．スタジオでの出
演者同士の掛け合い（なじり合い？）にも笑わせ
てもらい，野々村真さんが 20 年目にして初のパー
フェクト賞を達成した時にはテレビの前でもらい
泣き．黒柳徹子さんの勤勉さと正答率の高さには
脱帽です．自分の世界を広げてくれた番組に感謝
しています．
◆　花粉症デビューしてしまいました． （湯本）
◆　先日，刮

か っ さ

痧体験をしてきました．刮痧とは，
専用のプレートを使って皮膚の経絡や反射区を
擦って刺激することで，毛細血管に圧を加えて血
液の毒を肌表面に押し出し経絡の流れを良くする
もので，いわば東洋医学的なデトックスです（日
本かっさ協会ホームページより）．施術後 1 週間以
上経過しても脇の下と外ももの大きなアザが消え
ず不安を感じていたところ，老廃物が溜まってい
る所ほど赤みが出やすいと教えてもらいました．
日々，身体のメンテナンスを行って詰まりを流す
ことが大事ということで，おろそかにしていた
マッサージを心がけたいと思います． （川岸）
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血液培養検査の
基本と精度管理
1．血液培養検査の目的と基本

中西雅樹（京都岡本記念病院）
2．血液培養検査の精度管理

1）検体採取に関する精度管理
　（1）検体採取のタイミング
　　　渡　智久（亀田総合病院）

　（2）検体採取方法
　　　濱本隆明（防衛医大病院）

　（3）コンタミネーションの判断とコンタミ率の算出
　　　木下　愛（滋賀医大病院）

2）検査室での精度管理
　（1）検体採取量
　　　藤原美樹（ツカザキ病院）

　（2）培養時間，サブカルチャー
　　　口広智一（公立那賀病院）

　（3）（自動）病原体核酸検査の国際標準化と精度管理
　　　青木弘太郎（東邦大）

3）夜間・休日における運用と精度管理
　（1）夜間・休日における運用内容
　　　原　祐樹（日赤愛知医療センター名古屋第二病院）

　（2）検査担当者の精度管理
　　　楠木まり（神戸大病院）

3．施設での取り組み
1）中規模病院での取り組み

大城健哉（那覇市立病院）
2）大病院での取り組み

村上　忍（愛媛大病院）
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